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師TIClE
図
書
館
協
議
会
の
可
能
性

ー
草
の
根
か
ら
の
図
書
館
振
興

は
じ
め
に

近
年
、
公
立
図
書
館
に
お
け
る
図
書
館
協

議
会
の
活
動
に
関
す
る
ニ
ュ

i
ス
を
開
く
こ

と
が
多
い
。
以
前
と
比
べ
て
、
図
書
館
協
議

会
の
活
動
は
活
発
化
し
て
い
る
と
一
一
一
一
口
わ
れ
る

が
、
課
題
も
多
い
。

図
書
館
協
議
会
の
設
置
の
現
状
に
つ
い
て
は
、

三
年
ご
と
に
、
文
部
科
学
省
の
「
社
会
教
育
誠

査
」
で
県
別
、
地
方
公
共
団
体
の
種
類
別
に
設

置
図
書
館
数
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
窪
こ
o

全
国
の
図
書
館
協
議
会
の
詳
し
い
実
態
に
つ

い
て
は
、
一
九
八
五
年
に
日
本
図
番
館
協
会
(
注
一
一
)
、

二
O
一
二
年
に
平
山
陽
菜
・
池
内
浮
(
筑
波
大

学
図
番
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
系
)
が
調
査
を
行
っ

て
い
る
室
ニ
)
。
公
立
図
番
館
の
特
定
事
項
に
関
す

る
調
査
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。

図
番
館
協
議
会
の
現
状
、
可
能
性
、
課
題

に
つ
い
て
、
関
係
文
献
と
筆
者
の
協
議
会
委

員
の
経
験
を
も
と
に
論
じ
て
み
た
い
。

2012-6 

筑
波
大
学
図
書
館
情
報
メ
デ
ィ
ア
系
教
授

薬
代
衣
秀
樹

一
.
図
書
館
協
議
会
設
置
の
趣
旨

(
ご
現
行
図
書
館
法
(
ニ

O
一
一
年
改
正
)

図
書
館
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
法

第
一
回
l

一
六
条
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
任
務
は
「
図
書
館
の
運
営
に
関
し
館
長
の

諮
問
に
応
ゆ
す
る
と
と
も
に
、
図
書
館
の
行
う

図
書
館
奉
仕
に
つ
き
、
館
長
に
対
し
て
意
見

を
述
べ
る
」
こ
と
で
あ
る
(
一
四
条
)
。

図
書
館
法
制
定
時
の
解
説
議
で
は
、
「
住
民

の
具
体
的
な
図
議
総
に
対
す
る
要
望
な
り
意

見
な
り
を
、
図
書
館
奉
仕
を
実
施
す
る
責
任
者

と
も
言
う
べ
き
館
長
に
対
し
て
反
映
せ
し
め

る
た
め
に
置
か
れ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
{
注
四
百

間
凶
番
館
協
議
会
の
設
置
は
在
意
で
(
一
四

条
)
、
協
議
会
の
委
員
は
、
当
該
図
書
館
を
設

鐙
す
る
地
方
公
共
同
似
体
の
教
育
委
員
会
が
任

命
す
る
(
一
五
条
)
。
協
議
会
の
設
置
、
委
員
の

定
数
、
任
期
等
必
嬰
な
事
項
は
地
方
公
共
団
体

の
条
例
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

条)。二
O
一
一
年
に
、
地
域
の
自
主
性
及
び
自

立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の
推
進
を
図
る

た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

(
平
成
二
三
年
法
律
第
一

O
五
号
)
に
よ
っ
て

図
書
館
法
が
改
正
さ
れ
、
「
委
員
の
任
命
の
基

準
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る

基
準
を
参
酌
す
る
も
の
と
す
る
」
が
付
け
加

え
ら
れ
た
(
一
六
条
)
。

併
せ
て
、
図
書
館
法
施
行
規
制
(
文
部
科
学

省
令
)
が
改
正
さ
れ
、
参
酌
す
べ
き
基
準
と
し

て
、
「
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
関
係
者
、
家

庭
教
育
の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
行
う
者
並

び
に
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
中
か
ら
任
命
す

る
こ
と
と
す
る
」
と
定
め
ら
れ
た
(
一
二
条
)
。

(
ニ
)
図
警
館
法
の
改
正
(
ニ

O
O
八
年
)

二
O
O
八
年
の
図
響
館
法
改
正
で
、
第
三

条
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
(
鵠
線
が
改

(
一
六
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正
部
分
)
(
2
3

こ
れ
は
、
教
育
基
本
法
改
正

に
よ
っ
て
、
社
会
教
育
に
お
い
て
も
家
庭
教

育
が
重
要
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

第
三
条
図
書
館
は
、
図
書
館
奉
仕
の
た
め
、

土
地
の
事
情
及
び
一
般
公
衆
の
希
望
に
沿

い
、
更
に
学
校
教
育
を
援
助
し
、
及
び
家

庭
教
育
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
よ

う
に
留
意
し
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事

項
の
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
時
に
、
一
五
条
に
「
家
庭
教
育
の
向
上

に
資
す
る
活
動
を
行
う
者
」
が
追
加
さ
れ
、

「
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
関
係
者
、
家
庭

教
育
の
向
上
に
資
す
る
活
動
を
行
う
者
並
び

に
学
識
経
験
の
あ
る
者
の
中
か
ら
、
教
育
委

員
会
が
任
命
す
る
」
と
改
正
さ
れ
た
。
こ
の

時
点
で
は
、
委
員
の
要
件
が
図
書
館
法
の
条

文
で
具
体
的
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。

(
三
)
公
立
図
書
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望

ま
し
い
基
準
(
ニ

O
O
一
年
)

二
O
O
一
年
に
大
臣
告
示
さ
れ
た
「
公
立

図
書
館
の
設
置
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基

出
こ
で
は
、
「

2

市
町
村
立
図
書
館
(
日
)

図
書
館
協
議
会
」
で
、
「
図
書
館
協
議
会
を
設

置
し
、
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
、
利
問
問
者
の

戸
を
十
分
に
反
映
し
た
図
書
館
の
運
営
が
な

さ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」
、
そ
の
た

め
、
「
図
書
館
協
議
会
の
委
員
に
は
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
、
多
様
な
人
材
の
参
画
を
得
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」
と
ん
た
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
図
番
館
法
の
制
定
以
来
、
図
書
館

協
議
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
初
め
て
規
定
し

た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
「
l

総
則

(3)
②
」
で
は
、

次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

公
立
図
書
館
は
、
各
年
度
の
図
書
館
サ

ー
ビ
ス
の
状
況
に
つ
い
て
、
図
書
館
協
議

会
の
協
力
を
得
つ
つ
、
前
一
項
の
「
数
値
自

標
」
の
達
成
状
況
等
に
関
し
自
ら
点
検
及

び
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
住

民
に
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
L
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
点
検
・
評
価
に

関
し
て
、
図
書
館
協
議
会
の
協
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
図
書
館
協
議
会
の
任
務

を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
る
。

(
四
)
「
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
像
日
(
二

O
O六
年
)

二
O
O
六
年
に
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の

在
り
方
検
討
協
力
者
会
議
か
ら
発
表
さ
れ
た

べ
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
像
竺
注
さ
で
は
、
「
評
価

は
、
(
中
略
)
そ
の
結
果
を
椛
実
に
業
務
の
改

善
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

許
制
結
架
を
踏
ま
え
て
業
務
の
改
善
方
針
や

計
画
を
策
定
し
、
図
書
館
協
議
会
の
協
力
を

待
つ
つ
定
期
的
に
見
渡
す
こ
と
が
必
要
で
あ

る
」
(
二
九
頁
)
と
述
べ
て
、
許
制
に
加
え
て
、

業
務
の
改
善
計
画
の
見
直
し
を
求
め
て
い
る
。

(
五
)
図
饗
館
協
議
会
委
員
に
関
す
る
規
定

図
書
館
法
の
解
説
で
は
「
住
民
」
、
「
公
立

一
凶
器
総
の
殻
践
及
び
運
営
上
の
望
ま
し
い
基

準
」
で
は
「
利
問
者
」
と
い
う
用
語
が
用
い

ら
れ
て
い
る
が
、
施
行
規
則
で
は
、
委
員
の

任
命
の
範
囲
と
し
て
、
「
学
校
教
育
及
び
社
会

教
育
の
関
係
者
、
家
庭
教
育
の
向
上
に
資
す

る
活
動
を
行
う
者
並
び
に
学
識
経
験
の
あ
る

者
」
が
挙
、
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
部
の
図
書
館
関
係
者
の
問
で
は
、
図
書

館
協
議
会
を
も
っ
ば
ら
住
民
参
加
の
た
め
の

機
関
と
し
て
位
置
づ
け
、
「
学
校
教
育
及
び
社

会
教
育
の
関
係
者
」
等
の
規
定
を
疑
問
視
す

る
傾
向
が
あ
っ
た
。

筆
者
は
、
こ
の
「
住
民
」
と
い
う
用
語
に

は
よ
り
深
い
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
。
公
立

図
書
館
の
運
営
に
際
し
て
は
、
図
書
館
法
第

三
条
第
四
号
、
第
九
号
の
競
定
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
間
で
密

核
な
述
携
・
協
力
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
求
め

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
関
係
者
は
住
民
の
意
見

を
代
表
す
る
人
々
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
図
書
館
協
議
会
で
、

学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
関
係
者
の
間
で
意

見
の
交
換
を
行
い
、
連
携
・
協
力
の
た
め
の

基
盤
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
図
書
館
協
議
会

委
員
に
「
学
校
教
育
及
び
社
会
教
脊
の
関
係

者
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
合
理
的
で
あ

り
、
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。
国
審

館
が
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
と
連
携
・
協

力
す
る
こ
と
な
く
、
孤
立
し
た
運
営
を
選
ぶ

の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
規
定
は
必
要
な
い
。
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ミ
図
書
館
協
議
会
の
設
置
の
現
状

図
書
館
協
議
会
の
二

O
O
八
年
四
月
現
在

の
設
置
状
況
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
主
主

(五頁)。
・
図
書
館
法
に
基
づ
く
協
議
会
を
設
置

都

道

府

県

七

八

・

四

%

市

区

町

村

七

0
・
六
%

.
図
書
館
法
以
外
の
協
議
会
を
設
置

都

道

府

県

三

・

九

%

市

区

町

村

六

・

五

%

.
設
霊
し
て
い
な
い

都

道

府

県

一

七

・

六

%

市

豆

町

村

二

二

・

五

%

・
無
回
答
・
不
明
(
省
略
)

図
書
館
法
以
外
の
協
議
会
を
含
め
て
、
都
道

府
県
立
図
書
館
の
八
二
・
三
%
、
市
区
町
村
立

図
書
館
の
七
七
・
一
%
で
、
何
ら
か
の
形
の
図

書
館
協
議
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
任
意
設
置

で
あ
る
が
、
か
な
り
設
置
率
は
高
い
。

三
図
書
館
協
議
会
の
紐
織
と
運
営

図
書
館
協
議
会
の
組
織
と
運
営
は
、

ま
で
か
な
り
変
化
し
て
き
て
い
る
。

第
一
に
、
女
性
委
員
の
増
加
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
制
定

(
一
九
九
九
)
の
影
響
が
大
き
い
。
こ
の
法
律

の
制
定
に
よ
っ
て
、
女
性
の
委
員
が
大
幅
に

増
加
し
た
。
最
近
で
は
、
家
庭
教
育
関
係
者

の
参
加
も
影
響
し
て
い
る
と
忠
わ
れ
る
。
か

つ
て
は
、
女
性
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
が
、

こ
れ

今
で
は
女
性
が
過
半
数
を
占
め
る
場
合
も
あ

る
。
平
山
・
池
内
調
査
で
は
、
現
在
の
委
員

の
五
二
・
三
%
が
女
性
で
あ
る
。
女
性
の
図

書
館
利
用
率
は
男
性
よ
り
も
高
い
た
め
、
委

員
に
図
書
館
利
用
者
が
増
加
え
、
利
用
者
の
声

を
反
映
し
や
す
く
な
っ
た
。

第
二
に
、
住
民
参
加
で
あ
る
。
図
書
館
協

議
会
委
員
に
公
募
委
員
の
枠
を
設
け
、
図
書

館
に
関
心
の
高
い
住
民
を
選
出
す
る
図
書
館

が
徐
々
に
増
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
住
民
の

意
見
を
反
映
す
る
上
で
有
効
で
あ
り
、
住
民

の
図
書
館
に
対
す
る
関
心
や
学
羽
田
を
盛
ん
に

す
る
上
で
役
立
つ
。
平
山
・
池
内
調
査
で
は
、

二
六
・
三
%
の
図
書
館
が
公
募
し
て
い
る
。

第
三
に
、
情
報
公
開
で
あ
る
。
住
民
の
傍

聴
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
関
心
の
あ
る
住

民
が
協
議
会
の
議
論
を
開
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
議
事
録
を
公
開
す
る
図
書

締
も
増
え
て
い
る
た
め
、
議
論
の
詳
し
い
内

容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
山
・
池
内
調
査
で
は
、
間
九
・
七
%
の
図

書
館
が
傍
聴
を
認
め
、
ニ
ニ
・
一
%
の
図
書

館
が
議
事
録
を
公
開
し
て
い
る
。

間
留
欝
鑓
協
議
会
の
取
り
組
み

(
一
)
議
論
の
変
化
に
つ
い
て

従
来
の
図
議
館
協
議
会
で
は
、
あ
ま
り
議

論
が
活
発
で
は
な
か
っ
た
。
図
鑑
閉
館
の
運
営

や
サ
ー
ビ
ス
に
変
化
が
乏
し
く
、
貸
出
・
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
等
の
定
型
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
中

心
で
あ
っ
た
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
実
績
、
予
算

等
に
関
す
る
報
告
や
質
問
が
中
心
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
は
、
最
近
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

ヲ
」
れ
か
ら
の
図
書
館
像
』
を
は
じ
め
と
す
る

課
題
解
決
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
以
来
、

図
書
館
は
、
従
来
の
読
書
支
援
と
課
題
解
決

支
援
の
二
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
図
書
館
協
議
会
の
委

員
に
は
、
こ
の
二
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
理
解
と
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
点
で
、
筆
者
の
印
象
に
残
っ
て
い
る

こ
と
が
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
図
書
館
利

用
者
の
委
員
が
、
新
間
報
道
等
で
新
し
い
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
学
び
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
等

に
理
解
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

図
書
館
に
関
す
る
学
習
の
成
果
で
あ
る
。
他

方
、
図
書
館
職
員
出
身
の
委
員
が
、
児
童
サ

ー
ビ
ス
に
熱
心
な
あ
ま
り
、
地
域
支
援
サ

i

ビ
ス
に
関
す
る
議
論
の
中
で
、
児
童
サ
!
ビ

ス
担
当
者
の
配
遣
を
主
張
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
れ
は
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い
た
議
論
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
図
書
館
協
議
会
委
員
に
は
、
広

い
視
野
と
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
求
め
ら
れ
る
。

土
己
図
審
館
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

重
要
な
テ
!
マ
と
し
て
次
の
三
点
が
あ
る
。

第
一
に
、
子
ど
も
の
読
警
の
振
興
で
あ
る
。

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
間
附
す
る
法
律
、

文
字
・
活
字
文
化
振
興
法
の
制
定
、
子
ど
も

の
読
護
活
動
推
進
計
画
の
策
定
、
学
校
図
欝

錦
の
整
備
、
学
湾
指
導
要
領
改
訂
に
よ
る

社会教青-222012-6 
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語
、
活
動
の
充
実
な
ど
、
国
を
挙
げ
て
の
子
ど

も
の
読
書
振
興
の
取
り
組
み
の
影
響
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
学
校
教
員
の
委
員
か
ら
、
学

校
で
の
読
書
活
動
や
公
立
図
書
館
と
の
連

携
・
協
力
に
関
す
る
意
見
が
多
数
出
さ
れ
、

図
書
館
と
の
間
で
熱
心
に
意
見
の
交
換
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
は
、
公
立
図

書
館
の
児
童
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
文
庫
の
支
援

等
が
中
心
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
活
動
と

議
論
の
範
囲
が
大
き
く
広
が
っ
た
。

第
二
に
、
社
会
教
育
分
野
と
の
連
携
・
協

力
で
あ
る
。
最
近
、
公
立
図
書
館
と
博
物
館

の
連
携
・
協
力
が
進
み
、
公
立
図
書
館
か
ら

公
民
館
図
書
室
へ
の
貸
出
も
取
り
組
ま
れ
て

い
る
。
図
書
館
協
議
会
は
、
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
の
基
盤
町
つ
く
り
の
役
割

を
担
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
に
、
教
育
以
外
の
分
野
に
お
け
る
地

域
と
の
連
携
・
協
力
で
あ
る
。
図
書
館
協
議

会
に
よ
っ
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
者
や
社
会

福
祉
関
係
者
が
委
員
を
務
め
、
こ
れ
ら
の
委

員
か
ら
関
連
す
る
要
望
や
意
見
が
出
さ
れ
て

い
る
。
公
立
図
書
館
が
地
域
の
様
々
な
団
体

や
機
関
と
の
連
携
・
協
力
を
進
め
る
上
で
は
、

こ
の
よ
う
な
委
員
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
。

(
一
ニ
)
図
警
舘
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

主
に
次
の
二
点
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

第
一
に
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
等
の
運

営
の
合
埋
化
に
関
す
る
検
討
で
あ
る
。
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
の
可
否
に
つ
い
て
、
図

書
館
長
か
ら
諮
問
が
あ
る
場
合
と
、
導
入
の

提
案
が
行
わ
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
図
書
館
協

議
会
が
検
討
す
る
場
合
が
あ
る
。

地
方
公
共
団
体
は
指
定
管
理
者
の
導
入
を

急
ぐ
場
合
が
あ
る
が
、
図
書
館
協
議
会
で
は
、

多
く
の
場
合
、
冷
静
な
議
論
を
進
め
、
慎
重

な
対
応
を
求
め
て
き
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、

直
営
の
下
で
の
図
書
館
の
運
営
や
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
を
求
め
る
提
案
を
行
っ
て
き
た
。

二

O
O
六
年
、
静
岡
市
立
図
書
館
協
議
会

は
、
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
方
針
に
関
す

る
諮
問
を
受
け
、
「
時
間
を
か
け
て
検
討
す
る

た
め
に
方
針
は
凍
結
す
べ
き
」
と
い
う
結
論

の
答
申
書
を
提
出
し
た
。
結
果
と
し
て
、
指

定
管
理
者
制
度
は
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
蓮
八
百

そ
の
際
、
委
員
が
参
考
に
し
た
の
が
『
こ

れ
か
ら
の
図
書
館
像
」
で
あ
る
口
「
3
.

こ
れ

か
ら
の
図
書
館
経
営
に
必
要
な
視
点
(
日
)

管
理
運
営
形
態
の
考
え
方
」
で
は
、
次
の
よ

う
に
管
返
還
営
形
態
の
評
価
基
準
を
作
成
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
図
撤
回
館
協
議
会
は

こ
れ
を
参
考
に
慎
重
な
検
討
を
求
め
た
。

図
番
館
の
管
理
運
営
形
態
を
検
討
す
る
際

に
は
、
具
体
的
な
評
側
基
準
を
作
成
す
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
図
書
館

の
設
盤
自
的
に
照
ら
し
て
、
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
の
日
棋
や
迷
成
度
を
ど
う
設
定
す
る
か
、

ど
の
よ
う
な
内
容
・
計
画
で
実
施
す
る
か
、

ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
の
質

と
量
を
確
保
し
水
準
の
維
持
を
図
る
か
、
ど

の
よ
う
に
し
て
資
料
の
計
画
的
・
長
期
的
な

収
集
を
行
う
か
、
運
営
コ
ス
ト
の
効
率
性
や

運
営
の
中
立
性
・
公
共
性
を
ど
う
確
保
す
る

か
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携
・
支
援
の
体
制

を
ど
う
確
保
す
る
か
、
住
民
や
地
域
か
ら
の

情
報
収
集
・
提
供
体
制
を
ど
う
整
備
す
る
か
、

運
営
に
お
け
る
責
任
の
所
在
は
明
確
か
ど
う

か
、
専
門
的
な
職
員
を
ど
う
確
保
す
る
か
の

ほ
か
、
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
継
続
的
に

蓄
積
す
る
た
め
の
取
組
、
職
員
の
研
修
及
、
び

計
画
的
な
人
材
育
成
の
実
施
、
設
置
者
と
住

民
に
よ
る
点
検
・
評
価
の
実
施
方
法
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
(
一
一
一
四
頁
)
。

こ
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に

対
し
て
反
対
や
時
期
尚
早
等
の
意
思
表
示
を

し
た
図
書
舘
協
議
会
は
相
当
数
あ
り
、
図
書

館
の
直
営
を
維
持
す
る
上
で
、
図
書
館
協
議

会
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

図
書
館
協
議
会
が
こ
の
よ
う
な
結
論
を
導

く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
実
際
に
図
書
館
を

利
用
し
、
利
用
経
験
を
通
じ
て
直
営
の
図
書

館
サ
ー
ビ
ス
を
熟
知
し
て
い
る
利
用
者
が
図

書
館
協
議
会
の
委
員
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
こ
の
問
、
図
番
館
協
議
会
へ
の
利

用
者
の
参
加
や
情
報
公
開
を
進
め
て
き
た
こ

と
の
成
果
で
も
あ
る
。

そ
れ
と
と
も
に
、
図
欝
舘
運
営
を
冷
静
に

検
討
す
る
た
め
の
指
針
や
情
報
が
必
要
で
あ
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る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

第
二
に
、
自
己
点
検
・
評
価
に
対
す
る
協
力

で
あ
る
。
外
部
機
関
の
意
見
の
取
り
入
れ
に
つ

い
て
は
、
八
王
国
公
共
図
書
館
協
議
会
に
よ
る
調

査
で
は
、
都
道
府
県
立
の
=
二
・
九
%
、
市
町

村
立
の
二
二
・
五
%
が
行
っ
て
い
る
。
外
部
機

関
の
種
類
で
は
、
図
書
結
協
議
会
(
図
書
館
法

以
外
の
図
書
館
協
議
会
を
含
む
)
が
最
も
多
く
、

都
道
府
県
立
で
八
六
・
七
%
、
市
町
村
立
で
七

四
・
五
%
を
占
め
て
い
る
(
四
四
a

四
五
頁
)
。

一
部
の
協
議
会
で
は
、
評
価
作
業
を
担
う
な

ど
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
己
点
検
・
評
価
は
、
ま
だ
業
務
と
し
て

定
着
し
て
お
ら
ず
、
図
書
館
協
議
会
の
取
り

組
み
も
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
図
書
館
協
議
会

と
し
て
も
、
図
書
館
評
価
に
つ
い
て
研
究
す

る
必
要
が
あ
る
。

五
.
図
書
館
協
議
会
の
可
能
性

図
書
館
協
議
会
は
、
①
住
民
や
利
用
者
の

意
見
の
反
映
、
②
地
域
の
学
校
教
育
、
社
会

教
育
と
の
連
携
・
協
力
、
③
教
青
以
外
の
分

野
で
の
連
携
・
協
力
、
④
指
定
管
理
者
制
度

導
入
の
是
非
の
検
討
、
①
図
書
館
の
自
己
点

検
・
評
価
へ
の
協
力
の
五
点
に
取
り
組
み
、

地
域
に
お
け
る
人
々
と
機
関
・
団
体
側
の
ネ

ッ
ト
ワ

i
ク
の
形
成
を
進
め
つ
つ
あ
る
。

地
方
公
共
屈
体
の
意
思
決
定
に
お
い
て
ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
傾
向
が
強
ま
り
、
図
議
館
職

員
中
の
司
南
西
の
比
率
も
減
少
し
、
職
員
の
発

一
一
一
一
口
力
が
低
下
す
る
中
で
、
図
書
館
運
営
に
対

す
る
利
用
者
の
戸
を
反
映
し
、
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
専
門
性
を
活
か
す
た
め
に
は
図
書
館

協
議
会
の
役
割
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。

様
々
な
課
題
を
か
か
え
る
一
方
で
、
財
政

困
難
の
中
に
あ
る
地
域
社
会
で
図
書
館
を
運

営
す
る
に
は
、
利
用
者
の
声
を
反
映
す
る
だ

け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
『
こ
れ
か
ら
の
図
書

館
像
』
を
は
じ
め
と
す
る
、
地
域
社
会
に
真

に
役
立
つ
図
書
館
の
在
り
方
を
示
し
、
具
体

的
な
運
営
方
法
を
提
案
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
特
に
、
公
立
図
書
館
の
新
し
い
役
訴

を
理
解
し
、
図
書
館
運
営
に
関
し
て
柔
軟
性

の
あ
る
提
案
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

で
は
、
全
国
の
図
書
館
協
議
会
は
ど
の
程

度
活
動
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
図
書
館
協

議
会
の
運
営
に
つ
い
て
、
平
野
英
俊
(
日
本

大
学
)
は
二
O
O
七
年
に
「
図
書
館
協
議
会

に
対
す
る
一
般
的
な
評
価
は
(
中
略
)
必
ず

し
も
芳
し
く
な
い
の
が
笑
情
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
る
歪
九
)
O

図
書
館
協
議
会
は
、
年
間
何
回
開
催
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
平
山
・
池
内
調
査
で

は
、
次
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

一
回
一
一
九
・
二
%
、
二
回
一
四
九
・
O
%

三
四
二
一
一
・
九
%
、
四
回
一
八
・
O
%

五

回

以

上

二

了

O

%

筆
者
の
経
験
か
ら
は
、
年
一
回
で
は
、
そ

の
図
諮
館
の
現
状
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し

く
、
で
き
れ
ば
年
三
副
以
上
が
望
ま
し
い
と

思
わ
れ
る
。

四
章
で
挙
げ
た
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
図
書
館
で
は
、
開
館
回
数
も
多
く
、

協
議
会
も
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
と
忠
わ

れ
る
が
、
そ
う
で
な
い
図
書
館
で
は
、
開
催

回
数
も
少
な
く
、
内
容
も
従
来
通
り
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。
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六
図
書
館
協
議
会
の
活
性
化
の
方
策

図
書
館
協
議
会
の
活
性
化
の
た
め
の
改
革

が
必
要
で
あ
る
。
平
野
は
、
図
書
館
協
議
会

の
活
性
化
の
た
め
の
提
案
と
し
て
、
会
議
録

を
作
成
す
る
こ
と
、
会
議
録
・
報
告
書
を
公

開
す
る
こ
と
、
全
国
各
地
の
図
書
館
協
議
会

の
活
動
実
績
を
集
積
し
、
経
験
の
共
有
化
を

図
る
こ
と
、
の
三
点
を
挙
げ
、
こ
の
よ
う
な

仕
組
み
を
土
台
に
、
協
議
会
問
士
の
矯
報
交

換
が
生
ま
れ
る
状
況
を
期
待
し
た
い
、
と
述

べ
て
い
る
。

図
書
館
協
議
会
を
活
性
化
す
る
に
は
、
そ

れ
と
と
も
に
、
ま
ず
会
議
に
お
け
る
議
論
を

感
ん
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
の
方
策
を
提
案
す
る
。

図
書
館
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
す
る
に

は
、
委
員
が
国
の
図
番
館
政
策
や
先
進
的
な

図
書
館
の
状
況
を
知
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
図
書
館
職
員
に

よ
る
情
報
収
集
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
情
報
提

供
が
必
要
で
あ
る
。

図
欝
館
政
策
に
つ
い
て
は
、
以
前
よ
り
も
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よ
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、

館
内
に
企
画
担
当
を
置
き
、
法
令
や
政
策
資

料
の
収
集
に
努
め
、
委
員
に
わ
か
り
や
す
い

形
で
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
。

先
進
的
な
図
書
館
の
事
例
に
つ
い
て
は
、

職
員
の
出
張
機
会
が
減
少
し
、
他
の
図
書
館

の
実
情
を
知
る
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

た
め
、
次
の
よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

第
一
に
、
学
識
経
験
者
、
住
民
、
他
図
書

館
の
職
員
を
問
わ
ず
、
で
き
れ
ば
吉
本
の
図

書
館
、
あ
る
い
は
近
隣
の
図
書
館
の
現
状
に

つ
い
て
幅
広
い
知
識
を
持
っ
た
人
に
委
員
に

加
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
。

第
二
に
、
視
察
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ

て
先
進
図
書
館
の
情
報
を
入
手
し
、
委
員
に

提
供
す
る
こ
と
。

第
三
に
、
図
書
館
の
利
用
経
験
が
少
な
い

委
員
に
は
、
年
一
;
二
回
の
会
議
で
は
十
分

で
な
い
た
め
、
委
員
の
人
数
を
若
干
減
ら
し

て
で
も
、
開
催
回
数
を
増
加
す
る
こ
と
。

こ
の
ほ
か
、
委
員
が
議
論
し
や
す
く
、
職
員
が

協
議
会
の
議
論
を
理
解
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
、

会
議
の
ほ
か
に
、
委
員
の
館
内
見
学
会
や
先
進
図

書
館
視
察
会
、
懇
親
会
、
委
員
と
図
欝
館
職
員
と

の
交
流
会
等
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

図
番
館
側
で
こ
の
よ
う
な
努
力
が
行
わ
れ

な
い
場
合
は
、
委
員
が
図
番
館
に
働
き
か
け

る
必
要
が
あ
る
。
図
書
館
側
に
余
裕
が
な
い

場
合
は
、
委
員
が
自
ら
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
意
欲
の
あ
る
委
員
は
管
閣
は
職
や

職
員
に
働
き
か
け
て
欲
し
い
。
必
ず
昧
方
に

な
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

図
書
館
協
議
会
と
い
う
組
織
は
非
常
に
重

要
で
あ
り
、
大
き
な
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、

た
だ
し
、
そ
の
運
営
に
は
工
夫
と
努
力
が
必

要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

最
も
重
要
な
の
は
、
地
域
で
図
書
館
を
支

え
る
協
議
会
委
員
や
住
民
、
図
書
館
職
員
、

図
書
館
や
教
育
委
員
会
の
管
理
職
の
図
書
館

に
関
す
る
学
習
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
行
政
関

係
者
の
み
な
ら
ず
、
広
く
社
会
か
ら
理
解
を

得
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

人
々
の
学
習
を
支
え
る
た
め
の
資
料
や
情
報

の
提
供
は
決
し
て
十
分
で
は
な
い
。
ツ
イ
ッ

タ
!
や
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
等
の
新
し
い
メ
デ

ィ
ア
を
活
用
し
て
、
こ
の
よ
う
な
情
報
の
提

供
や
学
習
の
支
援
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
筆
者
も
、
今
後
、
こ
の
た
め
に
さ
ら
に

努
力
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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